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牛肉 
◆飼養動向 

 肉用牛の飼養頭数、前年比２.０％増 

 肉用牛の飼養戸数は、生産者の高齢化などによる離農

の進行により、小規模層を中心に減少傾向が続いている

ことから、令和３年（２月１日現在、以下同じ。）は、

４万２１００戸（前年比４.１％減）と前年をやや下回

った（図１）。 

 総飼養頭数は、３年は、２６０万５０００頭（同２.０％

増）と前年をわずかに上回った。肉用種と乳用種をそれ

ぞれ見ると、肉用種は、平成２８年以降、子取り用雌牛

（繁殖雌牛）頭数が増加基調で推移していることから、

令和３年は、１８２万９０００頭（同２.１％増）と前

年をわずかに上回った。乳用種（注）のうち交雑種は、平

成３０年以降、乳用牛の減少に加え、乳用牛への受精卵

移植技術の活用などによる和子牛の生産拡大や乳用後

継牛を確保する動きから減少傾向で推移したものの、乳

用牛の頭数が回復傾向の中で、酪農家における乳用牛へ

の黒毛和種交配率が上昇したことにより、令和３年は、

５２万５７００頭（同６.１％増）と前年をかなりの程

度上回った。乳用種のうちホルスタイン種ほかは、前述

の理由により、乳牛去勢の減少が続いていることから、

３年は、２５万頭（同６.７％減）と前年をかなりの程

度下回った。 

 この結果、１戸当たりの飼養頭数は、６１.９頭（同

６.４％増）と前年からかなりの程度増加し、経営規模

の拡大が進展していることがうかがえる。 

 

（注）肉用牛の「乳用種」とは、「畜産統計」では、ホルスタイン

種、ジャージー種などの乳用種のうち、肉用を目的に飼養してい

る牛で、交雑種を含むと定義されている。 

 

図１ 肉用牛の飼養戸数および飼養頭数の推移 

資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。 
注２:平成３１年（旧）までは従来実施してきた飼養者を対象とした統計調査、
平成３１年（新）および令和２年、３年は牛個体識別全国データベースなどの
行政記録情報や関係統計により集計した加工統計であり、統計手法が異なる。
注３：平成３１年（新）のホルスタイン種ほかの飼養頭数は、機構にて当該年
の乳用種飼養頭数から交雑種飼養頭数を減じて算出した。

◆生 産 

 ２年度の生産量、前年度比１.８％増

 牛肉生産量は、近年、減少傾向で推移していたが、平

成２９年度以降の生産基盤強化対策の実施により繁殖

基盤が拡大に転じたことなどにより、和牛を中心におお

むね増加傾向で推移している。 

令和３年度は、乳用種は８万７５７１トン（前年度比

１.６％減）、交雑種は８万２１６０トン（同２.４％減）

と、ともに前年度をわずかに下回った一方で、和牛は１６

万５６４トン（同５.７％増）と前年度をやや上回った（図

２）。この結果、全体では３３万５５５６トン（同１.８％

増）と前年度をわずかに上回った。
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図２ 牛肉の生産量の推移 

 
 
資料：農林水産省「食肉流通統計」 
注：部分肉ベース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆輸入 

 ２年度の輸入量、前年度比５.０％減

 牛肉輸入量は、近年、国内の景気回復などを背景に、

焼き肉やハンバーガーなどの外食産業を中心に牛肉の

需要が拡大していたことから、おおむね増加傾向で推

移し、平成２８年度から令和元年度までは、４年連続

で増加したが、２年度は、新型コロナウイルス感染症

（ＣＯＶＩＤ-１９）の影響による海上輸送の遅れや、

緊急事態宣言に基づく外出自粛要請による外食需要の

減少などから、５９万９９２トン（前年度比５.０％減）

と前年度をやや下回った（図３）。 

 国別輸入量を見ると、豪州産については、干ばつ後の

牛群再構築による生産量の減少に伴う現地価格の高騰

などにより、２５万５９０８トン（同１２.０％減）と

前年度をかなり大きく下回り、２年連続の減少となった。

米国産については、２５万２７０５トン（同３.０％増）

と前年度をやや上回り、２年ぶりの増加となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 牛肉の輸入先別輸入量の推移 

 
資料：財務省「貿易統計」 
注：部分肉ベース。くず肉などを含む。 

 

 輸入牛肉のうち、冷蔵品は主にテーブルミートとして

量販店で販売されており、冷凍品は加工用や業務用とし

て利用されている。近年、いずれも増加基調で推移して

いたが、２年度は、ＣＯＶＩＤ-１９の影響などにより、

冷蔵品は２５万８１３６トン（同７.２％減）とかなり

の程度、冷凍品は３３万２５９８トン（同３.２％減）

とやや、いずれも前年度を下回った（図４）。 

輸入価格（ＣＩＦ）を見ると、１キログラム当たり

５８７円（同６.４％安）と前年度をかなりの程度下回

り、２年連続の低下となった。 
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図４ 牛肉の冷蔵品・冷凍品別輸入量および輸入価格の推移

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：財務省「貿易統計」 
注１：部分肉ベース。 
 ２：合計にはくず肉などを含む。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆輸出 

 ２年度の輸出量、７年連続で増加 

牛肉輸出量は、販路の開拓や販売促進の効果などによ

り、７年連続で増加している。 

令和２年度は、全世界的なＣＯＶＩＤ-１９の流行の

中であっても、５５６５トン（前年度比３４.５％増）、

輸出金額は３３５億円（同１９.２％増）と過去最高と

なった（図５）。 

輸出量の内訳を見ると、冷蔵品は２５９３トン（前年

度比２５.８％増）、冷凍品は２９７２トン（同４３.１％

増）となった。冷蔵品と冷凍品の割合は、元年度は同程

度であったが、２年度は冷凍品の割合が上回った。 

 

図５ 牛肉の輸出量および輸出金額の推移 

資料：財務省「貿易統計」 
 注：部分肉ベース。 

輸出先については、牛肉全体で見ると多くがアジアに

輸出されているが、冷蔵品と冷凍品で輸出先は異なって

いる。日本からの牛肉の輸出が可能な国・地域は、アジ

アを中心に中東、欧州、北米・中南米、大洋州のさまざ

まな国や地域に広がっている。 

冷蔵品の輸出先を見ると、２年度の最大の輸出先は台湾

で８０６トン（シェア３１.１％）、次いで香港が５９６ト

ン（同２３.０％）、米国が５６１トン（同２１.６％）、

シンガポールが２１７トン（同８.４％）となり、上位

４カ国・地域で約８割を占めている（図６）。  

台湾向けは、日本で牛海綿状脳症（ＢＳＥ）感染牛が

確認されて以来停止されていた日本産牛肉の輸入が１６

年ぶりに解禁された平成２９年度以降、輸出量を伸ばし、

現在は冷蔵品の最大の輸出先となっている。 

 

図６ 牛肉の冷蔵品の輸出先別輸出量の推移 

資料：財務省「貿易統計」 
注：部分肉ベース。 

 

冷凍品の輸出先を見ると、令和２年度の最大の輸出先

はカンボジアで１４１７トン（シェア４７.７％）、次い

で香港が６０３トン（同２０.３％）、タイが１９０トン

（同６.４％）となり、上位３カ国・地域で約７割を占

めている（図７）。 
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図７ 牛肉の冷凍品の輸出先別輸出量の推移 

資料：財務省「貿易統計」 
注：部分肉ベース。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆消費 

 ２年度の推定出回り量は前年度比０.７％減、家計消費は同１０.４％増

推定出回り量 

牛肉の推定出回り量は、近年の肉ブームなどを背景に

好調に推移してきたが、令和２年度は、ＣＯＶＩＤ-１９

の影響などにより、９３万３５０トン（前年度比０.７％

減）と前年度をわずかに下回り、５年ぶりに減少した（図

８）。 

出回り量の内訳を見ると、国産品については、

ＣＯＶＩＤ-１９の影響による内食需要の増加などが

反映され、３２万８１６２トン（前年度比１.４％

増）と前年度をわずかに上回った。輸入品について

は、ＣＯＶＩＤ-１９の影響による外食需要の減少な

どが反映され、６０万２１８９トン（同１.８％減）

と前年度をわずかに下回った。 

なお、合計に占める国産品の割合は３５.３％（同

１.２ポイント増）と、６年ぶりに前年度を上回った。 
 

図８ 牛肉の推定出回り量の推移 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農畜産業振興機構推計 
 注：部分肉ベース。 

家計消費 

 牛肉消費の約３割を占める家計消費は、近年の景気回

復や好調な牛肉需要を背景におおむね増加傾向で推移し

てきた。 

令和２年度は、ＣＯＶＩＤ-１９の影響による内食需

要の増加が反映され、年間１人当たり２.５キログラム

（前年度比１０.４％増）と、前年度をかなりの程度上

回り、２年ぶりの増加となった（図９）。 

 

図９ 牛肉の家計消費量（全国１人当たり）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「家計調査報告」 
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◆在庫 

 ２年度の推定期末在庫、前年度比７.４％減

 牛肉の推定期末在庫は、平成２９年度までの輸入量が

増加傾向で推移していたものの、輸入品の出回りが好調

であったことなどから、在庫の取り崩しが進んだ。しか

しながら、３０年度は需要を上回る輸入が続いたこと、

令和元年度はＣＯＶＩＤ-１９の影響による外食需要の

減少などから、２年連続で前年度を上回った（図１０）。 

２年度は、全体では１１万７４７５トン（前年度比

７.４％減）と前年度をかなりの程度下回った。このう

ち、輸入品は、ＣＯＶＩＤ-１９の影響などによる輸入

量の減少が反映され、１０万４９３１トン（同９.６％

減）と前年度をかなりの程度下回った一方で、国産品

は、ＣＯＶＩＤ-１９の影響による外食需要の減少が反

映され、１万２５４４トン（同１７.１％増）と前年度

を大幅に上回った。 

 

 図１０ 牛肉の推定期末在庫の推移 
 

 
 
資料：農畜産業振興機構調べ 
注１：部分肉ベース。 
注２：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 

 

◆枝肉卸売価格 

 ２年度の牛枝肉卸売価格、和牛、交雑種、乳用種の全てで低下

 和牛 

和牛（東京・去勢Ａ―５、Ａ―３）の枝肉卸売価格

は、平成２３年以降、出荷頭数の減少により価格が上

昇基調で推移した。２８年以降、インバウンド需要や

輸出需要を含む牛肉需要の高まりなどから、記録的な

高値を維持したまま推移していたが、令和元年度は、

価格が低下した。 

２年度は、ＣＯＶＩＤ-１９の拡大の影響により、４

月に価格の低落が見られ、Ａ―５、Ａ―３ともに１０月

まで前年同月を下回って推移したが、経済活動の再開や

輸出の増加に伴い上昇を続け、１１月以降、おおむね前

年同月を上回って推移した。この結果、Ａ―５が１キロ

グラム当たり２５０２円（前年度比６.２％安）とかな

りの程度、Ａ―３が同１９９５円（同４.４％安）とや

や、いずれも前年度を下回った（図１１）。 

 

 

交雑種 

交雑種（東京・去勢Ｂ―３）の枝肉卸売価格は、近年、

和牛の相場高を背景に、比較的手頃な価格帯で適度に脂

肪交雑が入っている交雑種への引き合いが高まったこと

などにより堅調に推移している。 

令和２年度は、出荷頭数が減少したものの、ＣＯＶＩＤ-１９

の拡大の影響により、４月以降、おおむね前年同月を

下回って推移し、１キログラム当たり１４１５円（前

年度比１１.０％安）と前年度をかなり大きく下回った

（図１１）。 

 

乳用種 

乳用種（東京・去勢Ｂ―２）の枝肉卸売価格は、国産

牛の中でも比較的安価で赤身が多い牛肉への底堅い需

要がある一方で、出荷頭数が減少傾向となっていること

から堅調に推移していたが、令和元年度は、価格が低下

した。 
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 ２年度は、出荷頭数の減少が続いていたものの、

ＣＯＶＩＤ-１９の拡大の影響により、１キログラム当

たり９２５円（前年度比７.７％安）と前年度をかなり

の程度下回った（図１１）。 

 

 

 

 

 

 

 

図１１ 牛肉の卸売価格（東京・品種・規格別）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料：農林水産省「食肉流通統計」 
 注：消費税を含む。 

◆小売価格 

２年度の小売価格、和牛のばらは1キログラム当たり７４６円

 牛肉の小売価格は、品種や部位によって動きは異な

るものの、おおむね横ばいで推移している。なお、国

産品については、近年の枝肉の相場高を背景に、比較

的高値が続いていたが、令和元年度は、国産品、米国

産、豪州産のいずれも価格が低下した（図１２）。 

２年度の小売価格（ばら）は、和牛は１キログラム

当たり７４６円（前年度比３.６％安）、国産牛（交雑

種）は同５８８円（同１.０％高）、国産牛（乳用種

他）は同４０４円（同４.９％高）、米国産は同２４５

円（同２.４％安）、豪州産は同２２３円（同２.６％

安）となった。 

図１２ 牛肉の小売価格（ばら）の推移 

 
資料：農畜産業振興機構調べ 
 注：消費税を含む。 

◆肉用子牛 

２年度の肉用子牛価格、黒毛和種は前年度比７.７％安 

黒毛和種 

 家畜市場における黒毛和種の子牛取引頭数は、減少

傾向にあった繁殖雌牛が生産基盤強化対策の実施など

により平成２８年度に増加に転じたことから子牛の取

引頭数は回復傾向で推移し、近年は安定して推移して

いる。令和２年度は、３１万１８２２頭（前年度比

０.１％増）と前年度並みとなった（図１３）。 

また、子牛取引価格は、繁殖基盤の縮小に伴う出生頭

数の減少や枝肉の相場高などにより平成２２年度以降に

上昇が続いた後、２８年度をピークに低下しているもの

の、引き続き高い水準で推移している。 

令和２年度は、ＣＯＶＩＤ-１９の拡大の影響による

和牛の枝肉卸売価格の低下に伴い、１頭当たり６８万

９０００円（同７.７％安）と前年度をかなりの程度下

回り、５年ぶりの６０万円台となった。 
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図１３ 黒毛和種の取引頭数と市場取引価格の推移 

資料：農畜産業振興機構調べ 
 注：消費税を含む。 
 
 

交雑種 

 家畜市場における交雑種の子牛取引頭数は、乳用牛

への受精卵移植技術の活用などによる和子牛の生産拡

大や乳用後継牛を確保する動きから、平成２８年後以

降、前年度を下回って推移していたが、令和２年度

は、乳用牛の頭数が回復傾向の中で、酪農家における

乳用牛への黒毛和種交配率が上昇したことにより、５万

４７５０頭（前年度比８.２％増）と前年度をかなりの

程度上回り、５年ぶりの増加となった（図１４）。 

また、交雑種の子牛取引価格は、近年の枝肉の相場高

や出荷頭数の減少を背景に、平成２５年度以降、２９年

度を除いて前年度を上回って推移している。令和２年度

は、ＣＯＶＩＤ-１９の拡大の影響による交雑種の枝肉

卸売価格の低下に伴い、同３６万５０００円（前年度比

１６.１％安）と前年度を大幅に下回った。 

 

図１４ 交雑種の取引頭数と市場取引価格の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：農畜産業振興機構調べ 
 注：消費税を含む。 
 

ホルスタイン種 

 家畜市場におけるホルスタイン種の子牛取引頭数

は、近年、おおむね１万２０００頭台で推移してい

る。令和２年度は、乳用牛への受精卵移植技術の活用

による和子牛の生産拡大や前述の交雑種の頭数増加に

より、１万１１５２頭（同４.６％減）と前年度をや

や下回った（図１５）。 

また、ホルスタイン種の子牛取引価格は、枝肉の相場

高、取引頭数の減少などを背景に、平成２７年度以降、

上昇した水準で推移している。令和２年度は、同２３万

２０００円（前年度比１.６％高）と前年度をわずかに

上回った。 

 

図１５ ホルスタイン種の取引頭数と市場取引価格の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農畜産業振興機構調べ 

 注：消費税を含む。 
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豚肉 
◆飼養動向 

 ３年２月現在の１戸当たり飼養頭数、平成３１年比１３.９％増

 豚の飼養戸数は減少傾向で推移しており、令和３年は、

３８５０戸（平成３１年比１０.９％減）と平成３１年

からかなりの程度減少した（図１）。一方、総飼養頭数

は、近年おおむね減少傾向にあったものの、令和３年

は９２９万頭（同１.５％増）と平成３１年からわず

かに増加した。１戸当たり飼養頭数は、３１年から

２９３.６頭増加して２４１３頭（同１３.９％増）と

なった。また、令和３年の子取り用雌豚の１戸当たり

の飼養頭数も２４.２頭増の２７０.８頭（同９.８％

増）となった。小規模生産者を中心として飼養戸数が

減少したものの、１戸当たり飼養頭数は増加し大規模

化が進行している。 

 

図１ 豚の飼養戸数および飼養頭数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。  
注２：令和２年は農林業センサス実施年のためデータなし。 

◆生 産 

 ２年度の生産量、前年度比１.５％増

 豚のと畜頭数は、平成２９年度に前年の夏場の猛暑に

よる繁殖成績の低下などで減少したものの、近年はおお

むね増加傾向で推移している。令和２年度は、１６７６

万３０９８頭（前年度比１.９％増）と前年度をわずか

に上回った（図２）。 

 また、同年度の１頭当たりの平均枝肉重量は、７８.１キ

ログラムと前年度を０.３キログラム下回った。 

図２ 豚のと畜頭数および平均枝肉重量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
資料：農林水産省「食肉流通統計」 

 注：平均枝肉重量は全国平均。 
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 生産量については、夏場の暑さによる繁殖成績の低下

などから出荷頭数が減少した平成２９年度を除き、畜産

クラスター事業などの取り組みなどにより、おおむね増

加傾向で推移している。令和２年度は、出荷頭数の増加

などから９１万６６７１トン（同１.５％増）と前年度

をわずかに上回った（図３）。 

 

図３ 豚肉生産量および子取り用めす豚の頭数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「畜産統計」、「食肉流通統計」 
注１：生産量は、部分肉ベース。 
注２：子取り用めす豚の頭数は、各年度２月１日現在。令和元年度は 

２０２０年農林業センサス実施年のためデータなし。 

◆輸入 

 ２年度の豚肉輸入量、前年度比７.３％減 

豚肉 

 豚肉の輸入量については、冷蔵品は、国内の好調な需

要などから増加傾向で推移している。冷凍品は、ＥＵ諸

国からの輸入量の増加や、カットなど技術面の向上によ

りメキシコ産などの輸入量が増えたこともあり、令和元

年度までは、６年連続で増加していた（図４）。 

 

図４ 豚肉の輸入量および輸入価格の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：財務省「貿易統計」 

 注 1：部分肉ベース。 
 注２：合計にはくず肉を含む。 

 

２ 年 度は 、８ ８ 万３ ９８ ５ トン （前 年 度比 

７.３％減）と前年度をかなりの程度下回った。このう

ち、冷蔵品は好調な需要を背景に、４１万８２４０トン

（同０.６％増）と前年度をわずかに上回ったが、冷凍

品は、新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ-１９）

の影響による業務用需要の減少などにより、４６万

５７０３トン（同１３.３％減）と前年度をかなり大き

く下回った。 

 ２年度の国別輸入量は、米国産が２５万２６５トン（同

０.４％減）、カナダ産が２３万５４３０トン（同０.３％

減）、スペイン産が９万８９９５トン（同１９.４％減）、

デンマーク産が７万４２６９トン（同２７.５％減）と前

年度から減少した一方、メキシコ産は１０万４５７２ト

ン（同０.８％増）と前年度から増加した（図５）。 

 

図５ 豚肉の国別輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
資料：財務省「貿易統計」 

 注１：部分肉ベース。 
 注２：くず肉を含む。  
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豚肉調製品・ソーセージ 

 豚肉調製品やソーセージの輸入量については、底堅い

需要を背景とし、現地相場の変動に伴う増減を繰り返し

ながらもおおむね増加傾向で推移している。 

令和２年度は、もも調製品・かた調製品の輸入量は

前年度を上回ったものの、主要輸入先の豚肉相場が、

中国におけるアフリカ豚熱発生に伴う輸入需要の増加

の影響により上昇していたことなどから、その他調製品

の輸入量が減少し、合計では２１万８１０トン（前年度

比１.２％減）と前年度をわずかに下回った（図６）。 

図６ 豚肉調製品およびソーセージの輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料：財務省「貿易統計」 
注１：もも調製品：160241090（関税率 20％）。 
注２：かた調製品：160242090（関税率 20％）。 
注３：その他調製品：160249290（関税率 20％）。 
注４：ソーセージ：160100000（関税率 10％）。 

◆消費 

 ２年度の推定出回り量は前年度比０.９％増、家計消費量は同８.８％増  

推定出回り量 

 豚肉の推定出回り量は、近年の好調な豚肉消費を背景

に増加傾向で推移している。平成２８年度は牛肉需給の

引き締まりを受け、豚肉の需要が増加し、その後も肉ブ

ームなどを背景におおむね増加傾向で推移している。 

 令和２年度は、国産品は９１万６１７１トン（前年

度比２.０％増）と前年度をわずかに上回り、輸入品は

９１万１１８０トン（同０.２％減）と前年度並みとな

った（図７）。この結果、全体では１８２万７３５１ト

ン（同０.９％増）と前年度をわずかに上回った。なお、

合計に占める国産品の割合は５０.１％（同０.５ポイン

ト増）となり、３年連続で前年度を上回った。 

 

図７ 豚肉の推定出回り量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農畜産業振興機構推計 

  注：部分肉ベース。 

家計消費 

  豚肉消費の約５割を占める家計消費について、年間１

人当たりの豚肉の家計消費量を見ると、令和元年度にお

いては一時的な減少があったものの、家庭における好調

な豚肉需要を背景におおむね増加傾向で推移している。

２年度は、ＣＯＶＩＤ-１９の影響により巣ごもり需要が

旺盛となったことから、年間１人当たり７.８キログラ

ム（前年度比８.８％増）と前年度をかなりの程度上回

った（図８）。 

 

図８ 豚肉の家計消費量（年間１人当たり）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料：総務省「家計調査報告」 
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◆在庫 

 ２年度の推定期末在庫量、前年度比１３.４％減  

 豚肉の推定期末在庫量については、約９割を輸入品が

占めており、そのうち９割強を冷凍品が占めている。こ

のことから、推定期末在庫は輸入量や生産量の影響を受

け、増減を繰り返しながら推移している。 

令和２年度は、国産品はＣＯＶＩＤ-１９の影響により

巣ごもり需要が旺盛となったことにより、２万４１０４ト

ン（前年度比３.８％減）と前年度をやや下回った（図９）。

輸入品は、ＣＯＶＩＤ-１９の影響による業務用需要の減

少などにより、１５万７８８０トン（同１４.７％減）と、

前年度をかなり大きく下回った。この結果、合計では

１８万１９８４トン（同１３.４％減）と前年度をかな

り大きく下回った。 

図９ 豚肉の推定期末在庫量の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
資料：農畜産業振興機構調べ 
注１：部分肉ベース。 
注２：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 

◆枝肉卸売価格 

 ２年度の枝肉卸売価格、９.３％高

 豚枝肉卸売価格（東京、極上・上加重平均）は、出荷

頭数が少なくなる春から夏にかけて上昇基調で推移し、

出荷頭数の増加する秋ごろに低下する傾向にある。 

令和元年度は、記録的な暖冬の影響で供給量が増加し

価格が低下していたが、２年度は、ＣＯＶＩＤ-１９の影

響による巣ごもり需要が旺盛となり、価格は例年より高

い水準で推移した。この結果、年度平均では１キログラ

ム当たり５７０円（前年度比９.３％高）となった（図

１０）。 

図１０ 豚枝肉の卸売価格（東京）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
資料：農林水産省「食肉流通統計」 
注１：卸売価格は、極上と上の加重平均。 
注２：消費税を含む。 
注３：３０年度安定価格については、平成３０年１２月２９日まで適用。 
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◆小売価格 

 ２年度の小売価格、国産品は前年度並み、輸入品は低下

 豚肉の小売価格（ロース）について、令和２年度は、

国産品は、生産量は増加したものの、１００グラム当た

り２６６円（前年度同）と前年度並みとなった（図１１）。

輸入品は、国内の輸入品在庫が高水準で推移していたこ

となどから、同１４４円（前年度比４.６％安）と前年

度をやや下回った。 

 

 

 

 

 

図１１ 豚肉の小売価格（ロース）の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：農畜産業振興機構調べ 
 注：消費税を含む。
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鶏肉 
◆飼養動向 

 ３年２月現在の出荷羽数は平成３１年比２.７％増 

 ブロイラーの飼養動向は、小規模農家の廃業や大規模

層（年間出荷羽数５０万羽以上）のシェアの拡大を背景

に、出荷戸数は減少傾向で推移する一方、出荷羽数は増

加傾向で推移している。 

 令和３年のブロイラーの出荷戸数は２１９０戸（平成

３１年比３.１％減）と平成３１年をやや下回った（図

１）。また、出荷羽数は７億１３８３万４０００羽（同

２.７％増）と３１年をわずかに上回った。この結果、

１戸当たりの出荷羽数は３２万６０００羽（同５.９％

増）と３１年をやや上回った。 
 

図１ ブロイラー出荷戸数および出荷羽数の推移 

 
資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。 
注２：令和２年は農林業センサス実施年のため、調査休止。 

◆生 産 

 ２年度の鶏肉生産量、前年度比０.１％増

 鶏肉の生産量は、消費者の根強い国産志向や健康志向

などを背景に増加傾向で推移している。 

生産量は、平成２３年度以降、１０年連続で前年度を

上回って推移している。令和２年度は１６４万８６２５

トン（前年度比０.１％増）と過去最高となった（図２）。 

図２ 鶏肉の生産量の推移 

資料：農林水産省「食鳥流通統計」、「食料需給表」より農畜産業振興機構推計 
注：骨付き肉ベース。
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◆輸 入 

 ２年度の鶏肉輸入量は前年度比３.４％減、鶏肉調製品は前年度比７.７％減

鶏肉 

 鶏肉の冷蔵品は消費期限が短いことから、輸入品のほ

とんどは主に加工・業務用向けに利用される冷凍品であ

る。 

 鶏肉の輸入量は、近年、加工・業務用向けの需要が高

いことから、増加傾向で推移しており、平成２９年度に

過去最高を記録した。令和２年度は、新型コロナウイル

ス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）の影響により業務用需要

が減少する中、国内の輸入品在庫が高い水準で推移して

いたことなどにより、５５万２８３２トン（前年度比 

３.４％減）と前年度をやや下回った（図３）。 

輸入価格（ＣＩＦ）を見ると、１キログラム当たり 

２０６円（同１７.１％安）と前年度を大幅に下回った。 

 

図３ 鶏肉の輸入量および輸入価格の推移 

 
資料：財務省「貿易統計」 
注：実量ベース。 
 
 

 

 

鶏肉の輸入量を国別に見ると、ブラジルが全体の約７割

を占める最大の輸入先であり、タイ、米国がそれに続く。 

 ブラジルからの輸入量は、増減を繰り返しながらもお

おむね増加傾向で推移してきたが、２年度は、４０万 

４６４７トン（同４.７％減）と前年度をやや下回った

（図４）。 

 タイからの輸入量は、近年増加傾向で推移しており、

平成３０年度および令和元年度は中国からの引き合いが

強まったことなどにより減少したものの、２年度は、 

１３万３３６２トン（同４.２％増）と前年度をやや上

回った。 

 米国からの輸入量は、クリスマス需要向けなどの骨付

きもも肉が多くを占めている。２年度は、米国内で発生

した高病原性鳥インフルエンザの影響などにより、１万 

２３２３トン（同２３.３％減）と前年度を大幅に下回

った。 

 

図４ 鶏肉の国別輸入量の推移 

 
資料：財務省「貿易統計」 

注：実量ベース。 
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鶏肉調製品 

 鶏肉調製品（加熱処理や衣付け、調味した鶏肉など）

の輸入量は、近年、食の外部化（外食、中食など）の進

展や主要輸入先における高病原性鳥インフルエンザの発

生に伴う鶏肉の輸出停止による調製品への切り替えなど

を背景に、増加傾向で推移している。主な輸入先は、加

熱処理施設が多数存在するタイおよび中国で、両国から

の輸入量の合計は全体の９９％を占める。 

令和２年度は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響で外食需要が

減少したことなどから、４６万７３０４トン（前年度比

７.７％減）と前年度をかなりの程度下回った。（図５）。 

２年度の鶏肉調製品の輸入量を国別に見ると、タイか

らの輸入量は、３０万４１５０トン（同３.８％減）と

６年ぶりに前年度を下回った。なお、輸入量に占める割

合は６５％となった。 

中国からの輸入量は、１５万７７４１トン（同１４.３％

減）と２年連続で前年度を下回った。なお、輸入量に占

める割合は３４％となった。 

 

図５ 鶏肉調製品の国別輸入量の推移 

 
資料：財務省「貿易統計」 

 

◆消 費 

 ２年度の推定出回り量は前年度比０.３％増、家計消費量は前年度比 

１１.７％増

 鶏肉の推定出回り量は、近年、消費者の健康志向など

を背景に、増加傾向で推移している。 

 全体の約４分の３を占める国産品は、仕向け先の大半

を占めている家計消費が好調なことから、増加傾向で推

移している。令和２年度は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響に

よる巣ごもり需要の増加などにより１６５万９６６トン

（前年度比０.５％増）と１０年連続で前年度を上回り、

過去最高となった。 

 主に加工・業務用に利用されている輸入品は、外食や

中食需要の高まりにより、近年増加傾向で推移してきた

が、２年度は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響により外食需要

が減少したものの、空揚げなどの持ち帰り需要の増加な

どにより、５５万７１３６トン（同０.１％減）と前年

度並みとなった。 

 この結果、２年度は２２０万８１０２トン（同０.３

％増）と１６年連続で前年度を上回り、過去最高となった

（図６）。なお、合計に占める国産品の割合は７４.８％（同

０.１ポイント増）となった。 

 

図６ 鶏肉の推定出回り量の推移 

 
資料：農畜産業振興機構推計 

注：実量ベース。 
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家計消費 

 鶏肉消費量の約４割を占める家計消費量は、消費者の

健康志向を反映し、増加傾向で推移している。 

令和２年度は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響による巣ごも

り需要の増加により、年間１人当たり６.４キログラム

（前年度比１１.７％増）と１０年連続で前年度を上回

り、過去最高となった（図７）。 

 

 

 

図７ 鶏肉の家計消費量（年間１人当たり）の推移 

 
資料：総務省「家計調査報告」 

◆在庫 

 ２年度の推定期末在庫量、前年度比３.９％減

 鶏肉の推定期末在庫量は、その８割以上を輸入品が占

めることから、輸入量の動向に大きく左右される。 

令和２年度は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響による巣ごも

り需要の増加で国産品の出回り量が増えたことや国内の

輸入品在庫が高い水準だったため輸入量が減少したこと

などから、１６万３８０２トン（前年度比３.９％減）

と前年度をやや下回った（図８）。 

このうち、輸入品は１３万５０２２トン（同３.１％

減）とやや、国産品は２万８７８０トン（同７.５％減）

とかなりの程度、いずれも前年度を下回った。 

図８ 鶏肉の推定期末在庫量の推移 

 
資料：農畜産業振興機構調べ 

◆卸売価格 

 ２年度の鶏肉卸売価格、もも肉は前年度比８.６％高、むね肉は前年度比 

１４.２％高

 国産鶏肉の卸売価格（ブロイラー卸売価格・東京）は、

日本では、「もも肉」に対する消費者の嗜好
し こ う

が高いこと

から、価格水準が「むね肉」に比べて２～３倍高くなっ

ている。「もも肉」は、主にテーブルミートに仕向けら

れており、「むね肉」は総菜やチキンナゲット、ソーセ

ージなど主に加工･業務用利用が多くなっている。 

「もも肉」は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響による巣ご

もり需要の増加から量販店を中心に引き合いが強く、

１キログラム当たり６４４円（前年度比８.６％高）と

前年度をかなりの程度上回った（図９）。「むね肉」は、

ＣＯＶＩＤ－１９の影響により外食需要は減少している

ものの、加工用および量販店需要が好調だったことから、

同２９７円（同１４.２％高）と前年度をかなり大きく

上回った。 
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図９ 国産鶏肉の卸売価格（東京）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農林水産省「食鳥市況情報」 
 注：消費税を含まない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆小売価格 

 ２年度の小売価格（もも肉）、前年度比０.８％安

 鶏肉の小売価格（もも肉・東京）は、消費者の健康志

向や他の食肉に対する価格優位性に支えられた好調な需

要を反映し、近年は、１００グラム当たり１３５円前後

で安定的に推移していた。 

２年度は２年１２月～３年３月は前年同月の水準を上

回って推移したものの、２年４～１１月はおおむね前年

同月の水準を下回って推移した結果、２年度の価格は同

１２９円（前年度比０.８％安）と、前年度をわずかに

下回った（図１０）。 

 

 

図１０ 鶏肉の小売価格（もも肉・東京）の推移 

資料：総務省「小売物価統計調査報告」 
 注：消費税を含む。 
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牛乳・乳製品 
◆飼養動向 

 ３年２月現在の乳用牛飼養頭数、前年比０.３％増 

 乳用牛の飼養戸数は、酪農家の高齢化や後継者不足な

どにより離農が進んでいることから、令和３年では、前

年を６００戸下回る１万３８００戸（前年比４.２％減）

とやや減少した（図１）。 

こうした中で飼養頭数は、性判別精液の活用などによる

後継牛確保の取り組みの進展などから、３年では１３５万

６０００頭(同０.３％増)と、前年並みとなった。 

 この結果、同年の１戸当たり飼養頭数は、９８.３頭

(同４.７％増)となった。 

 

 

図１ 乳用牛の飼養戸数および飼養頭数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。 
注２：平成３１年（旧）までは従来実施してきた飼養者を対象とした統計調

査。平成３１年（新）および令和２年以降は牛個体識別全国データベー
スなどの行政記録情報や関係統計により集計した加工統計であり、統計
手法が異なる 

  

◆生乳生産 

 ２年度の生乳生産量、前年度比１.０％増

 酪農家の離農が進む中、都府県においては泌乳量の増

加以上に飼養頭数が減少したことで、生乳生産量は平成

８年度の約８７０万トンをピークに、おおむね減少傾向

で推移してきた。令和２年度の全国の生乳生産量は、飼

養頭数や１頭当たりの泌乳量の増加などにより、７４３万

３３２８トン（前年度比１.０％増）と２年連続で前年

度をわずかに上回った（図２）。経産牛１頭当たりの泌

乳量は微増傾向で推移しており、２年度は８８０６キロ

グラム（同０.４％増）となった。 

 

 

図２ 生乳生産量・経産牛１頭当たりの泌乳量の推移（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農林水産省「畜産統計」、「牛乳乳製品統計」 
注１：経産牛１頭当たりの泌乳量は、畜産統計および牛乳乳製品統計のデータ

を基に機構にて算出。 
注２：畜産統計について、２０２０年から統計手法が変更されたため、経産牛

１頭当たりの泌乳量については２０２０年度以降の数値は、２０１９年
度までの数値と接続しない。
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◆用途別生乳処理量 

２年度の乳製品向け処理量、前年度比１.０％増 

令和２年度の用途別生乳処理量を仕向け先別に見ると、

牛乳等向けは４０３万４１２８トン（前年度比０.９％増）

と前年度をわずかに上回った（図３）。上述の通り生乳

生産量についても前年度に続き増加となる中、２年度の

牛乳生産量に占める牛乳等向け処理量の割合を表す市

乳化率は、前年度同様５４.３％となった。 

一方、乳製品向け処理量は３３５万４６７８トン（同

１.０％増）となった。元年度末から新型コロナウイル

ス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）の影響が本格化し、生乳

需給が緩和したことが要因の一つに挙げられる。具体的

には、２年３月に小中学校の臨時休校措置が全国的に実

施されたことを皮切りに、続く４～５月には１回目の緊

急事態宣言が発令され、商業施設の休業が行われたこと

などにより、学校給食用牛乳や業務用牛乳をはじめ牛乳・

乳製品の需要が大きく減少した。その際、処理不可能乳

の発生を回避するため、長期保存可能な脱脂粉乳および

バターに仕向ける取り組みが行われたほか、農林水産省

主導で、牛乳やヨーグルトを普段より１本多く消費する

ことを推進するプラスワンプロジェクトが実施された。 

図３ 用途別生乳処理量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」 
 

◆乳製品向け処理量 

 ２年度の脱脂粉乳・バター等向け生乳処理量、６.９％増

 令和２年度の生乳の需給構造を見ると、生乳生産

は約７４３万トンと前年を上回った（図４）。このう

ち乳製品向け処理量を区分別に見ると、上述の通

り、ＣＯＶＩＤ－１９の影響が色濃く表れている。脱

脂粉乳・バター等向けは、約１７０万トン（前年度比

６.９％増）とかなりの程度、チーズ向けは約４１万

トン（同２.５％増）とわずかに、それぞれ増加し

た。一方、液状乳製品の業務用需要が大幅に落ち込ん

だことで、生クリーム等向けは前年度からさらに６万

トン減少し、約１１９万トン（同４.８％減）となっ

た。 

また、輸入乳製品（生乳ベース）は、お土産需要な

どの業務用需要が急落していることから国内在庫が高

い水準にあり、約４９９万トンと減少に転じた。これ

により、減少した品目があるものの、生乳需給の調整

弁として脱脂粉乳・バターに多く仕向けられ処理不可

能乳の発生が回避された結果、２年度の総供給量は約

１２６５万トンと前年度から約７万トン増加した。 

図４ 生乳の需給構造の概要（令和２年度） 

資料：農林水産省「畜産をめぐる情勢」 

注１：四捨五入の関係で、必ずしも計が文中の数字と一致しない。 

注２：国内生乳生産量の中には、このほか、他の用途向け（約９万トン）の生

乳がある。 

注３：生クリーム等向けは、生クリーム・脱脂濃縮乳・濃縮乳に仕向けられた 

 ものをいう。 
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◆脱脂粉乳 

 ２年度の輸入量、前年度比７６.５％減

 脱脂粉乳の生産量は、平成２８年度から連続して減少

傾向にあったが、令和２年度はＣＯＶＩＤ－１９の影響

による増産もあり、１４万４３２トンと元年度に引き続

き増加している。一方で、同年度の輸入量（機構輸入分の

み）は、高い在庫水準の下で１７５９トン（同７６.５％

減）と大幅に減少した（図５）。ＣＯＶＩＤ－１９以前

の平成３０年度と比較すると、脱脂粉乳の輸入量は１割

程度にまで縮小している。 

 

図５ 脱脂粉乳の生産量・輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、（独）農畜産業振興機構調べ 

     注：輸入量は機構輸入分のみ。 
 

こうした中、２年度の推定出回り量は、１３万７６２２ト

ン（同７.７％増）とかなりの程度増加したものの、上

記の増産などの影響もあり、２年度の民間期末在庫量は、

８万０９２８トン（同６.０％増）と元年度をさらに上

回る形となった（図６）。 

 

図６ 脱脂粉乳の民間期末在庫量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、（独）農畜産業振興機構調べ 

 脱脂粉乳の大口需要者価格は、平成２６年度の消費増

税や乳価の引上げなどから上昇傾向となり、２７年４月

の乳価の引き上げなどから上昇したが、その後、おおむ

ね横ばいで推移した。さらに、２９年４月の乳価の引き

上げ以降、３０年度を通じて高い水準を維持したが、令

和元年度に下落に転じ、令和２年度は２５キログラム当

たり平均１万７６９８円（同１.０％安）とわずかに下

落した（図７）。 

 

図７ 脱脂粉乳の大口需要者価格の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農林水産省「大口需要者向け価格の動向」 
 注：消費税を含む。 
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◆バター 

 ２年度の期末在庫量、前年度比３４.９％増 

 令和２年度のバターの生産量は、前述の通りＣＯＶＩＤ－１９

の影響による増産もあり、７万９４４トン（前年度比８.３％

増）と前年同月をかなりの程度上回った。一方、同年度

の輸入量（機構輸入分のみ）は、１万３３５４トン（同

３７.２％減）と大幅に減少した（図８）。 

 

    図８ バターの生産量・輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」 
 注：輸入量は機構輸入分のみ。 

 

こうした中、同年度の推定出回り量は７万４７４８ト

ン（同８.６％減）とかなりの程度減少したが、上記

の増産などの影響もあり、同年度の民間期末在庫量は

３万８８６２トン（同３４.９％増）と大幅に増加し

た（図９）。 
 

図９ バターの民間期末在庫量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、（独）農畜産業振興機構調べ 

 バターの大口需要者価格は、脱脂粉乳と同様、平成 

２６年度の消費増税や乳価の引き上げなどから上昇傾向

となった。２７年４月、２９年４月にも再度乳価の引き

上げなどから上昇してきたものの、令和元年度は下落に

転じている。２年度は１キログラム当たり平均１４０７円

（同１.６％安）とわずかに上昇した（図１０）。 

 

 

図１０ バターの大口需要者価格の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料：農林水産省「大口需要者向け価格の動向」 
 注：消費税を含む。 

  

年報畜産 ２０２１ 【国内：牛乳・乳製品】 



 

 5 

◆チーズ 

 ２年度の総消費量、前年度比０.２％増 

チーズの総消費量 

 チーズの総消費量は、家庭消費や外食需要の増加など

を背景に、増加傾向で推移している。 

 令和２年度のナチュラルチーズ消費量は、国産ナチュ

ラルチーズ生産量が増加し、輸入量が減少して、２１万

７２１９トン（前年度比１.１％減）となった。一方、

プロセスチーズ消費量は、１４万３５２５トン（同２.１％

増）となった。 

 この結果、ナチュラルチーズとプロセスチーズを合わ

せた総消費量は３６万７４４トン（同０.２％増）と前

年並みとなった（図１１）。 

図１１ チーズの総消費量と国産割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
資料：農林水産省「チーズの需給表」

 

チーズ総消費量の内訳

 令和２年度のチーズ総消費量に占める国産チーズの割

合は、国内生産量が増加した一方、輸入が減少したこと

から１４.１％（ナチュラルチーズベースに換算した場

合の自給率）となり、前年度より１.０ポイント上昇し

た。 

 うち、プロセスチーズ原料用以外のナチュラルチーズ

については、国産の伸びが輸入を上回ったため、国産の

割合は１２．１％と前年度より０．７ポイント上昇した。

また、プロセスチーズ原料用のナチュラルチーズに占め

る国産の割合も、１８.９％と前年度より１.５ポイント

上昇した（図１２）。 

 

図１２ 令和２年度のチーズ総消費量の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省「チーズの需給表」 

注１：プロセスチーズ原料用以外とは、直接消費用、業務用、その他原料用として使用されたもの。 

       注２：四捨五入の関係で、必ずしも合計値が文中の数字と一致しない。 
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チーズの生産量・輸入量

令和２年度のナチュラルチーズの輸入量（プロセス

チーズ原料用＋プロセスチーズ原料用以外）は、２８万

２４９４トン（前年度比１.５％減）とわずかに減少

した。内訳を見ると、プロセスチーズ原料用は９万

１５３２トン（同０.２％減）、プロセスチーズ原料

用以外は１９万９６２トン（同１.９％減）と、いず

れもわずかに減少した（図１３）。 

国産ナチュラルチーズの生産量（プロセスチーズ原

料用＋プロセスチーズ原料用以外）は、４万７５６４ト

ン（同７.１％増）とかなりの程度増加した。内訳を

見ると、プロセスチーズ原料用が２万１３０７トン（同

９.８％増）とかなりの程度、プロセスチーズ原料用以

外が２万６２５７トン（同５.０％増）とやや増加した。

 

図１３ ナチュラルチーズの生産量・輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料：農林水産省「チーズの需給表」 
 注：プロセスチーズ原料用以外とは、直接消費用、業務用、その他原料用として使用された量。 

 

◆アイスクリーム 

 ２年度の国産生産量および輸入量減少も販売価格は堅調

 令和２年度のアイスクリームの市場規模は、販売金額

が、５１９７億円（前年度比０.９％増）となり、わず

かに前年度を上回った（図１４）。 

需給動向を見ると、令和２年度の国産アイスクリーム

生産量は、１２万９９３６キロリットル（同１０.５％

減）とかなりの程度減少した。輸入量は、５０８９トン

（同５.９％減）と減少した。 

図１４ 種類別アイスクリームの市場規模の推移 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：一般社団法人 日本アイスクリーム協会 

「2019 年度 アイスクリーム類及び氷菓 販売実績」 
農林水産省「牛乳乳製品統計」、財務省「貿易統計」 
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鶏卵 
◆飼養動向 

 ３年２月現在の採卵鶏飼養羽数、平成３１年比２.２％減 

 採卵鶏の飼養戸数は、小規模飼養者層を中心に減少

傾向で推移しており、令和３年は１８８０戸（平成３１

年比１１.３％減）と平成３１年をかなり大きく下回っ

た（図１）。飼養羽数は、近年増加傾向で推移していた

ものの、令和３年は高病原性鳥インフルエンザの発生の

影響などにより減少し、１億８０９２万羽（同２.２％

減）となった。このうち実際に産卵を行う成鶏めすの飼

養羽数は１億４０７０万羽（同０.８％減）となった。 

この結果、１戸当たりの平均成鶏めす飼養羽数は平成３１

年から７９１７羽増となる７万４８００羽（同１１．８％増）

と３１年をかなり大きく上回り、生産規模の拡大が進ん

でいることがうかがえる。 

なお、成鶏めすの飼養戸数および飼養羽数を規模別に

見ると、成鶏めすを１０万羽以上を飼養する層は、飼養

戸数全体の２０％を、飼養羽数全体の８０％をそれぞれ

占めた。 

図１ 採卵鶏の飼養戸数および成鶏めす羽数の推移 

 
資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。 
注２：成鶏めすとは、種鶏を除く６カ月齢以上のめすをいう。 
注３：飼養戸数は、種鶏のみの飼養者を除く。 
注４：令和２年は農林業センサス実施年のため、調査休止。 

◆生 産 

 ２年度４～１２月の生産量、前年同期比０.９％減

 鶏卵生産量は、これまで２５０万トン台前後でおおむ

ね安定して推移してきたが、近年、好調な鶏卵相場を受

け、生産者の増産意欲が高まっており、増加傾向で推移

している。令和元年度は２６４万９８７５トン（前年度

比０.７％増）と過去最高となった（図２）。 

２年度の４～１２月は、新型コロナウイルス感染症

（ＣＯＶＩＤ－１９）の影響により価格が低水準で推移した

ことや高病原性鳥インフルエンザの発生により採卵鶏の殺処

分羽数が多かったことから減少し、１９７万４７４１トン（前

年同期比０.９％減）と前年同期をわずかに下回った。 

図２ 鶏卵生産量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農林水産省「鶏卵流通統計」 
 注：令和３年１月以降のデータは未公表。 
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◆輸 入 

 ２年度の輸入量、前年度比１０.１％減

 鶏卵（ふ化用除く）の輸入量（殻付き換算）は、国内

消費量の４％程度で推移している。輸入量の約９割が保

存性に優れ、輸送コストの安い加工原料用の粉卵であり、

主にオランダ、イタリアおよび米国から輸入している。

なお、粉卵の輸入量のうち８割は卵白粉であり、ハム・

ソーセージのつなぎの原料などに使用されている（図３）。 

 主要な供給国である米国で発生した高病原性鳥インフ

ルエンザの影響から、卵白粉の国際価格が上昇したこと

などにより、平成２８年度は１０万トンを割り込むまで

減少したが、卵白粉の国際価格が落ち着いたことから 

２９年度以降は１１万トン台で推移している。 

令和２年度は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響による需要の減

少などにより、１０万１８２０トン（前年度比１０.１％

減）と前年度をかなりの程度下回った。 

図３ 鶏卵輸入量の推移 

資料：財務省「貿易統計」 
 注：殻付き換算ベース。 

 

◆輸 出 

 ２年度の輸出量、前年度比９３.８％増

近年、鶏卵の輸出量は、生食可能な品質が評価され、

増 加 傾 向 で 推 移 し て い る 。 令 和 ２ 年 度 は 、 

ＣＯＶＩＤ－１９の影響で、最大の輸出先である香港に

おいて内食化が進んだことなどから、鶏卵（殻付き卵）

の 輸 出 量 は １ 万 ９ ３ ３ ５ ト ン （ 前 年 度 比 

９３.８％増）、輸出額は４８億９０３４万円（同 

９１.８％増）となった（図４）。 

 輸出先を見ると、香港（１万８９５７トン、４７億 

５６８９万円）、シンガポール（３０８トン、１億 

１３７１万円）のほか、台湾、マカオ、グアム（米国）に

輸出されており、輸出量の９８％が香港向けとなっている。 

 

 

 

 

 

 

図４ 鶏卵の輸出量および輸出金額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：財務省「貿易統計」 
 注：殻付き卵（食用）。 
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◆消 費 

 ２年度の１人当たり家計消費量、前年度比６.７％増

鶏卵の家計消費量は、テーブルエッグに加え、近年、

食の簡便化に対応してコンビニエンスストアなどで販売

されている卵加工品の需要の高まりを受けて増加傾向に

ある。 

令和２年度は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響による巣ごもり

需要の増加などから、年間１人当たりの消費量が１１.６キ

ログラム（前年度比６.７％増）と７年連続で前年度を

上回った（図５）。 

 

 

 

 

図５ 鶏卵の家計消費量（年間１人当たり） 

資料：総務省「家計調査報告」 

◆卸売価格 

 ２年度の卸売価格、前年度比６.６％安

 鶏卵卸売価格（東京全農系Ｍ玉）は、夏場の不需要期

に向けて低下し、年末の需要期に向けて上昇する傾向が

ある。 

 鶏卵を使用したデザートやマヨネーズなどの加工向け

を含めた旺盛な需要を背景に、平成２７年度まで、卸売

価格は上昇基調で推移していた。しかしながら、生産拡

大が進み、需要を上回る供給が続いたことから、２８年

度以降、３年連続で前年度を下回って推移したが、令和

元年度は、成鶏更新・空舎延長事業の取り組みや台風被

害に伴う供給量の減少などを背景に卵価は回復し前年

度を上回った。 

２年度は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響により業務用の需要

が大幅に減少したことから、１キログラム当たり１７０円

（前年度比６．６％安）と前年度をかなりの程度下回っ

た（図６）。 

図６ 鶏卵の卸売価格（東京全農系Ｍ玉） 

 
   資料：JA 全農たまご株式会社「相場情報」 

 注：消費税を含まない。 
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◆小売価格 

 ２年度の小売価格、前年度並み

 令和２年度は、鶏卵の卸売価格（東京全農系Ｍ玉）は

前年を下回って推移したものの、ＣＯＶＩＤ－１９の影

響による巣ごもり需要の増加などから、鶏卵小売価格（東

京都区部）は１パック当たり２２３円（前年度同）と前

年度並みとなった。（図７）。 

 

 

 

 

 

 

図７ 鶏卵の小売価格（東京都区部） 

 
資料：総務省「小売物価統計調査」 
注１：消費税を含む。 
注２：価格は、平成２９年１２月以前はＬサイズ。３０年１月以降はサイズ混合

（卵重「ＭＳ５２ｇ～ＬＬ７６ｇ未満」、「ＭＳ５２ｇ～Ｌ７０ｇ未満」
または「Ｍ５８ｇ～Ｌ７０ｇ未満」）。 
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飼料 
◆飼料需要量の推移 

 ２年度の飼料自給率は、前年度と変わらず２５％ 

 飼料の需要量は、近年は２５００万トン（ＴＤＮベー

ス）弱で推移している（図１）。 

 令和２年度（概算）は、２４９７万５０００トン（前

年度比０.８％増）となった。 

図１ 飼料需要量（ＴＤＮベース）の推移 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農林水産省「食料需給表」 

注１：ＴＤＮ（可消化養分総量）とは、家畜が消化できる養分のエネルギー含 

 量を示す単位であり、飼料の実量とは異なる。 

注２：濃厚飼料「純国内産原料」とは、国内産に由来する濃厚飼料（国内産 

 飼料用小麦・大麦など）である。濃厚飼料「輸入原料」には、輸入食 

 料原料から発生した副産物（輸入大豆から搾油した後発する大豆油か 

 すなど）も含む。 

注３：昭和５９年度までの輸入は、すべて濃厚飼料とみなしている。 

注４：令和２年度は概算値。 

 

 飼料の自給率を見ると、２年度（概算）の純国内産飼

料自給率［（純国内産粗飼料供給量＋純国内産濃厚飼料供

給量）/総需要量］は、前年度と変わらず２５％となった

（図２）。 

 また、純国内産粗飼料自給率は、飼料作物の作付面

積がわずかに減少したことに加え、生育時期の低温や

長雨による日照不足、収穫時期の台風の影響などによ

り単収が減少したことなどから、前年度を１ポイント

下回る７６％となった。 

 純国内産濃厚飼料自給率は、前年度並みの１２％と

なった。 

 なお、「食料・農業・農村基本計画」において、１２年

度に純国内産飼料自給率を３４％とする目標を設定し

ている。 

 

図２ 飼料自給率の推移 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：農林水産省「食料需給表」 
注１：昭和５９年度までの輸入は、すべて濃厚飼料とみなしている。 
注２：令和２年度は概算値。 

◆飼料作物の生産 

収穫量は、前年より減少

 飼料作物の作付面積は、長らく畜産農家戸数や飼養

頭数の減少に加え、農家の高齢化による労働力不足な

どに伴い微減傾向で推移していた。しかし、平成２２

年以降は、稲発酵粗飼料および飼料用米の作付けが拡

大した結果、増加傾向で推移した。 

令和２年（概算）は、牧草などの作付面積の減少な

どにより、９５万５７００ヘクタール（前年比０.６％

減）となった（図３）。 

 また、飼料作物の収穫量（ＴＤＮベース）は、平成

２９年ごろまでは稲発酵粗飼料や飼料用米の作付け拡

大により増加傾向であるが、近年は横ばいで推移して

おり、令和２年は、３６１万２０００トン（同２.３％

減）と、前年を下回った。 
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図３ 飼料作物の生産の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」、「飼料をめぐる情勢」 

 

 稲発酵粗飼料の作付面積は、近年増加傾向で推移し

ており、２年産は、前年産から３４１ヘクタール増加

し、４万２７９１ヘクタール（同０.８％増）となった

（図４）。 

 また、飼料用米の作付面積は、２年産では各産地に

おいて新市場開拓米、米粉用米および備蓄米への転換

が判断されたことなどにより、１６２６ヘクタール減

少し、７万８８３ヘクタール（同２.２％減）となった。 

 

図４ 稲発酵粗飼料および飼料用米の作付面積の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農林水産省「飼料をめぐる情勢」 

◆粗飼料の輸入 

 ２年度の輸入量、乾牧草は微増、ヘイキューブは減少

 乾牧草の輸入量は、平成２９年度は前年度の日本国内の

天候不順による乾牧草の供給不足などにより、輸入乾牧草

の需要が高まり１９３万８０６７トン（前年度比３.８％増）

となった（図５）。３０年度も北海道における長雨の影響な

どにより引き続き乾牧草の供給が不足したことから、

２０３万９４０６トン（同５.２％増）となった。令和元

年度も前年の北海道の天候不良の影響に加え、東北におけ

る天候不良などの影響を受け国内供給が不足したことから、

２０２万１０６８トン（同０.９％減）となった。２年度は

２０２万６０５０トン（同０.２％増）となった。 

図５ 粗飼料の輸入量の推移 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：財務省「貿易統計」 
 注：稲わらは、中国から輸入された穀物のわらである。 

 また、ヘイキューブの輸入量は、近年微減傾向で推

移しており、２年度は１３万５９８３トン（同６.８％

減）となった。 

乾牧草およびヘイキューブの輸入価格（ＣＩＦ）は、

近年、主産地における国内需要や新興国などの需要が

堅調である中、天候や為替により変動している。２年

度は、為替が円高に推移した影響により、乾牧草が１ト

ン当たり３万８３３５円（同３.８％安）、ヘイキュー

ブが同３万９７９２円（同１.０％安）とともに前年度

を下回った（図６）。 

図６ 粗飼料の輸入価格（ＣＩＦ）の推移 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：財務省「貿易統計」 
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◆配合飼料の生産 

２年度の生産量は、前年度並み

 配合飼料の生産量は、昭和６３年度をピークに家畜

飼養頭羽数の減少に伴って緩やかに減少していたが、

近年は横ばいで推移しており、令和２年度は２３６１万

１６８６トン（前年度比０.０２％増）となった（図７）。 

 畜種別で見ると、養鶏用が１０１８万２８９２トン

（同１.６％減）、うち成鶏用が５６９万９１１４トン

（同１.９％減）、ブロイラー用が３８１万６０３９ト

ン（同１.１％減）、養豚用は５７２万１９３４トン（同

１.４％増）、乳牛用は３０７万８４３１トン（同１.５％

増）、肉牛用は４５６万８７３７トン（同１.１％増）

となった。 

図７ 配合飼料の生産量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農林水産省「流通飼料価格等実態調査」〈速報版〉 
  （公社）配合飼料供給安定機構「飼料月報」 

 
 

◆飼料用トウモロコシの輸入 

 ２年度の輸入量は、米国産が増加

 配合飼料の原料穀物（トウモロコシ、こうりゃん、

大麦、小麦など）のほとんどは輸入に依存しており、

輸入量の７～８割をトウモロコシが占める。 

 トウモロコシの輸入量は、平成２９年度以降増加傾

向で推移しており、令和２年度は１０５３万４６０４ト

ン（前年度比７.６％減）となった（図８）。 

 輸入先別に見ると、２年度は米国産が豊作となり

７１６万３７トン（同３１.３％増）と大幅に増加した。

一方、ブラジル産は３２８万７１８８トン（同４２.１％

減）と大幅に減少した。 
 

図８ 飼料用トウモロコシの輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 資料：財務省「貿易統計」 

 トウモロコシの輸入価格（ＣＩＦ）は、国際価格（シ

カゴ相場、期近物）と為替相場の影響を大きく受ける。 

シカゴ相場は、平成２８年４月以降、南米の悪天候

や、投機資金の流入などにより、１ブッシェル当たり

４ドル台まで上昇したが、２９年１月以降、米国産の

５年連続豊作の一方、需要も堅調であったことから３ド

ル台後半で推移した（図９）。 

 令和２年は３月以降、新型コロナウイルス感染症の

拡大や原油価格の大幅下落を背景とする燃料用エタノ

ール向け需要の減少などにより同３ドル台前半で推移

していたが、９月以降は中国向け輸出成約の増加や南

米産の作況悪化懸念などにより上昇した。 

 

図９ トウモロコシの価格の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：財務省「貿易統計」、日本経済新聞（シカゴ相場、先物、期近価格） 
 注：トウモロコシ１ブッシェル（約３６リットル）は約２５.４キログラム。 
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  為替相場は、令和２年の夏以降、円高が進行し、

同年末前後には１米ドル＝１０３円程度まで円高が進

展したが、その後は円安傾向となっている（図１０）。 

 

 

 

 

 

 

 
 

図１０ 為替相場の推移 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング（ＴＴＳ相場） 

 注：ＴＴＳ相場については、各月最終日の同相場公表値（月末 TTS）。

◆配合飼料価格 

 ２年度の配合飼料工場渡し価格は、０.２％上昇

 配合飼料価格は、飼料穀物の国際相場、海上運賃、

為替相場などの動向を反映する。令和２年度の工場渡

し価格は、１トン当たり６万１３７２円（前年度比０.２％

高）となった（図１１）。 

 畜産経営では、生産費に占める配合飼料費の割合が

高い。このため、配合飼料価格の上昇が畜産経営に及

ぼす影響を緩和する措置として、昭和４３年に民間の

自主的な積み立てによる通常補塡
ほ て ん

制度が、４９年度に

は通常補塡で対処し得ない価格高騰に対応するため、

国の支援による異常補塡制度が導入されている。 

 近年は、平成２７年度第１四半期以降、７期連続で

補塡は行われなかったが、２８年秋以降、円安の影響

や海上運賃の上昇などにより輸入原料価格が高騰した

ことから、２８年度第４四半期以降、３期連続で発動

した（表）。 

 ３０年１月以降、シカゴ相場が一時的に上昇したこ

とや、海上運賃上昇の影響などを受け、輸入原料価格

が上昇したことから、３０年度は通常補填が４期連続

で発動した。また、中国の需要増加などを背景にシカ

ゴ相場が上昇したことから、令和２年度第４四半期は

８期ぶりに通常補填が発動した。 

 

 

 

 

図１１ 配合飼料の価格動向の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農林水産省「流通飼料価格等実態調査」＜速報版＞および 

   （公社）配合飼料供給安定機構「飼料月報」 

  注：全畜種加重平均の配合飼料工場渡し価格。 
 

表 配合飼料の価格（建値）改定および補塡状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：全国農業協同組合連合会（ＪＡ全農）、農林水産省 

    注：価格改定額はＪＡ全農の全国全畜種総平均。 

（単位：円/トン）
   補填単価

通常 異常
平成28年度 第1四半期 ▲ 3,700 - - -

   2四半期 ＋ 800 - - -
   3四半期 ▲ 1,650 - - -
   4四半期 ＋ 1,950 950 950 -

29年度 第1四半期 ＋ 700 1,700 1,700 -
   2四半期 ▲ 1,100 400 400 -
   3四半期 ▲ 400 - - -
   4四半期 ＋ 1,500 - - -

30年度 第1四半期 ＋ 1,100 300 300 -
   2四半期 ＋ 1,550 3,450 3,450 -
   3四半期 ▲ 800 2,300 2,300 -
   4四半期 ＋ 500 300 300 -

令和元年度 第1四半期 ▲ 850 - - -
   2四半期 ▲ 400 - - -
   3四半期 ▲ 650 - - -
   4四半期 ＋ 700 - - -

2年度 第1四半期 ▲ 800 - - -
   2四半期 ▲ 1,000 - - -
   3四半期 ＋ 1,350 - - -
   4四半期 ＋ 3,900 3,300 3,300 -

適用期間 価格改定額
（対前期差）
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